
令和５年度 秋田大学教育文化学部附属小学校 公開研究協議会

－授業協議会Ⅱ 算数科部会 次第－

期 日 令和５年９月２９日（金）

時 間 13：45～14：55

会 場 ３階・５ＡＢ教室

１ 開会のあいさつ

２ 助言者・研究協力者・司会者・記録者・授業者の紹介

○助 言 者 齊 藤 智 行 先生（中央教育事務所由利出張所）

○研究協力者 佐 藤 学 先生（秋田大学）

加 藤 慎 一 先生（秋田大学）

○司 会 者 柏 谷 志津子 先生（秋田市立飯島南小学校）

○記 録 者 南 陽 子 先生（附属中学校教諭）

○授業者 井 谷 紀 子

３ 進行についての説明（司会者：柏 谷 志津子 先生）

４ 算数科の経営説明（２分）

５ 授業説明（３分）

授 業 者 井 谷 紀 子

提 案 授 業 第５学年「単位量あたりの大きさ」

６ 質疑と協議（43分）

【協議の視点】

７ 研究協力者から（10分）

研究協力者 ①佐 藤 学 先生（秋田大学）

②加 藤 慎 一 先生（秋田大学）

８ 助言者から（10分）

助 言 者 齊 藤 智 行 先生（中央教育事務所由利出張所）

９ 閉会のあいさつ

○生活の中での発見や困り感から問いを見いだし、主体的・協働的な学びを通して問題解

決について省察することは、数学のよさを自分の言葉で表現する子どもの姿を引き出し

ていたか。


